
学
部
・
学
科

２
０
２
３
年
４
月
に
学
部

学
科
を
新
設
す
る
近
畿
圏
の
主
な
大
学

キャンパス

入 試

受験生を応援！ プレゼント付き！ アンケートのお願い

大学 学部 学科 本部所在地

京都看護大 四万十看護 看護 京都市

京都女子大 データサイエンス データサイエンス 京都市

京都橘大 総合心理 総合心理 京都市

京都ノートルダム女子大 社会情報（課程） － 京都市

龍谷大 心理 心理 京都市

追手門学院大 法 法律 大阪府茨木市

大阪成蹊大 看護 看護 大阪市

データサイエンス データサイエンス

関西外国語大 国際共生 国際共生 大阪府枚方市

摂南大 現代社会 現代社会 大阪府寝屋川市

千里金蘭大 栄養 栄養 大阪府吹田市

教育 教育

大和大 情報 情報 大阪府吹田市

大手前大 経営 経営 兵庫県西宮市

兵庫大 教育 教育 兵庫県加古川市

武庫川女子大 心理・社会福祉 心理 兵庫県西宮市

社会福祉

社会情報 社会情報

天理大 医療 看護 奈良県天理市

臨床検査

※天理大と天理医療大は 年度に統合の予定
大阪成蹊大の２学部は認可申請中

情報系 さらに拡大

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
が
日
本
社
会
の
課
題
と
な
る

中
で
、近
畿
圏
の
大
学
で
は
来
年
度
、

計
５
大
学
が
情
報
系
学
部
を
開
設
す

る
。
た
だ
、
来
年
度
に
新
設
さ
れ
る

学
部
の
中
に
は
他
に
も
デ
ー
タ
リ
テ

ラ
シ
ー
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込

む
大
学
が
目
立
つ
。
学
部
名
に
「
情

報
」
が
な
く
、
文
系
の
学
術
で
あ
っ

て
も
研
究
結
果
の
可
視
化
の
た
め
に

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
が
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

武
庫
川
女
子
大
は
文
学
部
の
心
理

・
社
会
福
祉
学
科
か
ら
心
理
学
科
と

社
会
福
祉
学
科
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
さ

せ
て
「
心
理
・
社
会
福
祉
学
部
」
と

す
る
。
心
理
学
科
で
は
企
業
の
デ
ー

タ
分
析
や
顧
客
対
応
な
ど
の
職
種
か

ら
学
校
や
病
院
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
応
じ
る
専
門
職
ま
で
幅
広
く
養
成

す
る
。
社
会
福
祉
学
科
は
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
支
援
が
必
要
な
人

に
寄
り
添
っ
て
解
決
策
を
考
え
る
人

材
や
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
の
国
際
協
力

機
関
で
社
会
的
な
弱
者
の
支
援
に
関

わ
る
人
材
育
成
を
視
野
に
入
れ
て
い

る
。京

都
橘
大
が
新
設
す
る
総
合
心
理

学
部
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基

礎
を
全
員
に
習
得
さ
せ
た
上
で
、
教

育
心
理
学
や
産
業
心
理
学
、
脳
科
学

や
健
康
分
野
な
ど
多
様
な
領
域
の
知

見
を
取
り
入
れ
た
学
び
を
提
供
す

る
。
大
手
前
大
は
新
設
す
る
経
営
学

部
の
中
で
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
知

識
を
身
に
つ
け
、人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）

や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
法
が
学
べ

る
。
関
西
学
院
大
は
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と

共
同
で
「
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
開
発
し
、

年
か
ら
文

理
を
問
わ
ず
に
全
学
生
に
開
講
し
て

い
る
。
入
門
編
の
３
科
目
を
オ
ン
ラ

イ
ン
受
講
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
、

年
度
は
約
２
５
０
０
人
、

年
度
は
１
・
５
倍
の
３
７
０
０
人
が

受
講
し
た
。
京
都
産
業
大
は
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
科
目
を
文
理
融
合
で
開

設
し
て
い
る
。

教
育
に
お
け
る
「
不
易
」
と
「
流

行
」
。
デ
ー
タ
を
扱
う
技
能
は
時
代

の
変
化
に
応
じ
て
変
わ
っ
て
い
く

が
、
そ
れ
に
加
え
て
「
変
わ
ら
な
い

価
値
」
に
目
を
向
け
よ
う
と
い
う
動

き
も
あ
る
。
親
鸞
に
よ
る
浄
土
真
宗

の
教
え
を
建
学
の
精
神
に
掲
げ
る
龍

谷
大
は
来
年
度
に
は
文
学
部
臨
床
心

理
学
科
を
廃
止
し
て
心
理
学
部
を
設

け
る
。
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
習
得

し
て
人
の
関
わ
り
を
理
解
し
、
組
織

の
現
状
を
把
握
す
る
力
を
つ
け
な
が

ら
、
心
理
の
立
場
か
ら
共
に
行
動
で

き
る
よ
う
な
社
会
人
を
養
成
す
る
と

い
う
。
「
自
ら
を
見
つ
め
直
し
、
他

者
へ
の
思
い
や
り
を
発
動
す
る
。
自

分
だ
け
で
な
く
他
の
誰
か
の
安
ら
ぎ

の
た
め
に
行
動
す
る
。
そ
の
心
が
あ

れ
ば
激
し
い
変
化
の
中
で
も
本
質
を

見
極
め
、
変
革
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

せ
る
は
ず
だ
」
。
学
部
開
設
に
掲
げ

た
理
念
は
今
の
時
代
を
生
き
る
私
た

ち
に
必
要
な
心
構
え
で
も
あ
る
。

大
阪
成
蹊
大
は
看
護
学
部
を
新
設

す
る
。
超
高
齢
社
会
に
伴
っ
て
訪
問

看
護
を
必
要
と
す
る
人
が
増
え
る

中
、
他
職
種
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
連

携
し
な
が
ら
患
者
家
族
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
方
法
を
現
場
実
習
で
経
験
し

て
も
ら
う
。

公
務
員
志
向
の
高
ま
り
を
受
け

て
、
追
手
門
学
院
大
は
法
学
部
を
新

設
し
て
政
策
立
案
に
強
い
人
材
を
養

成
す
る
。
千
里
金
蘭
大
は
病
院
な
ど

に
勤
務
す
る
管
理
栄
養
士
を
育
成
す

る
栄
養
学
部
と
小
学
校
教
諭
や
保
育

士
を
育
成
す
る
教
育
学
部
を
そ
れ
ぞ

れ
新
設
す
る
。

関
西
外
大
は
国
際
共
生
学
部
を
新

設
し
、
全
て
英
語
で
実
施
す
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
多
文
化
理
解
の
素
地
を

養
い
グ
ロ
ー
バ
ル
に
協
働
で
き
る
人

材
の
輩
出
を
目
指
す
。
摂
南
大
は
現

代
社
会
学
部
を
開
設
し

｢
お
う
ち
時

間
と
幸
福
度
の
関
係
は
？
｣｢
バ
ズ
る

動
画
は
ど
う
や
っ
て
生
ま
れ
る
？
」

な
ど
の
問
い
を
掘
り
下
げ
て
答
え
を

見
つ
け
て
い
く
力
を
育
成
す
る
。

▲京都先端科学大の京都太秦キャンパス‖京都市右京区で

◀
２
０
２
１
年
に
完
成
し
た
京
都
産
業
大
の
天
地
館

‖
同
市
北
区
で
、
い
ず
れ
も
尾
野
翔
太
郎
撮
影

改
組
な
ど
で
数
大
学
が
新
設

大
阪
梅
田
か
ら
阪
急
京
都
線
で

分
の
相
川
駅
近
く
に
校
舎
が
あ
る
大

阪
成
蹊
大
は
、
同
駅
か
ら
徒
歩
２
分

の
と
こ
ろ
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
建
設

中
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
や
看

護
学
部
を
新
設
予
定
の

年
度
に
オ

ー
プ
ン
す
る
。
神
戸
親
和
女
子
大
は

年
度
に
共
学
化
し

大
学
名
を
｢
神

戸
親
和
大
学
｣
に
改
称

天
理
医
療
大

は

年
度
に
天
理
大
と
統
合
す
る
。

日
本
電
産
の
永
守
重
信
会
長
が

年
か
ら
理
事
長
を
務
め
る
京
都
先
端

科
学
大
は
、

年
に
は
工
学
部
機
械

電
気
シ
ス
テ
ム
工
学
科
を
開
設
し

た
。
今
年
９
月
に
は

カ
国
か
ら
約

１
３
０
人
が
工
学
部
や
大
学
院
に
入

学
し
、
学
内
の
国
際
化
を
進
め
て
い

る
。大

阪
電
気
通
信
大
の
寝
屋
川
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
新
校
舎
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｕ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
エ
ア
」
が
完
成

し
た
。
最
先
端
の
機
材
を
備
え
て
研

究
領
域
を
超
え
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
総
持
寺
駅
近
く
で

年
に

「
茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開

設
し
た
追
手
門
学
院
大
は
今
年
も
新

校
舎
を
建
設
中
。

年
４
月
か
ら
は

同
キ
ャ
ン
パ
ス
に
大
半
の
学
部
・
大

学
院
、
本
部
機
能
を
集
約
し
、
文
理

を
超
え
た
学
び
を
推
進
す
る
。

京
都
産
業
大
は
建
物
の
補
強
や
建

て
替
え
を
進
め
、
今
年
７
月
に
耐
震

化
率
１
０
０
％
を
達
成
し
た
。
関
西

医
科
大
は
今
年
、
大
阪
府
枚
方
市
新

町
２
の
付
属
病
院
敷
地
内
に
関
医
タ

ワ
ー
を
開
設
し
た
。
大
学
、
付
属
病

院
や
広
報
戦
略
室
な
ど
と
連
携
し
、

医
学
・
看
護
学
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
な
ど
の
国
際
交
流
を
推
進
す

る
拠
点
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

改革の加速 関西でも

岡
山
大
が
後
期
日
程
全
廃

国公立も学力以外評価

来
春
の
入
試
で
最
も
大
き
な
変
化

の
一
つ
が
、
岡
山
大
が
後
期
日
程
を

全
廃
す
る
こ
と
。
昨
年
度
の
入
試
で

は
大
阪
府
立
大
と
大
阪
市
立
大
が
統

合
し
て
大
阪
公
立
大
が
誕
生
し
、
定

員
が
多
い
工
学
部
の
後
期
試
験
が
廃

止
さ
れ
た
こ
と
で
理
系
の
国
公
立
大

志
願
者
の
併
願
パ
タ
ー
ン
が
変
わ
っ

た
。
い
ず
れ
も
、
後
期
の
定
員
を
総

合
型
選
抜
や
学
校
推
薦
型
選
抜
な
ど

年
内
か
ら
実
施
さ
れ
る
入
試
に
振
り

向
け
て
い
る
。

実
施
時
期
だ
け
で
は
な
く
、
学
力

試
験
以
外
の
要
素
を
評
価
す
る
選
抜

方
法
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
だ
。
調
査
書
等
の
出
願
書
類
に

加
え
小
論
文
や
面
接
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
様
な
評
価
方
法
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。
大
学
通
信
に
よ

る
と
、
既
に
私
立
大
の
定
員
の
約
半

数
の
学
生
は
こ
う
し
た
選
抜
方
式
で

入
学
し
て
い
る
。国
立
大
学
協
会
も
、

２
０
２
１
年
度
ま
で
に
国
立
大
全
体

と
し
て
総
合
型
選
抜
や
学
校
推
薦
型

選
抜
の
占
め
る
割
合
を
入
学
定
員
の

％
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
き

た
。

新
た
な
選
抜
方
法
の
下
地
に
は
高

大
接
続
改
革
が
あ
る
。
高
校
と
大
学

・
大
学
院
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
と

の
学
術
的
な
関
係
性
を
強
め
る
狙
い

が
あ
る
。
高
校
で
は

年
度
か
ら
新

た
な
学
習
指
導
要
領
に
移
行
し
、「
探

究
的
な
学
び
」
が
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
知
識
や
技
能
の
再
生
を

主
と
し
た
従
来
型
の
学
力
だ
け
で
な

く
、
社
会
に
生
じ
た
複
雑
な
課
題
に

気
づ
き
、
解
決
に
向
け
て
他
者
と
協

働
し
な
が
ら
学
び
を
深
め
る
力
が
次

世
代
教
育
の
世
界
的
な
指
針
に
な
っ

て
い
る
の
だ
。

少
子
化
が
進
む
中
、
高
い
資
質
と

能
力
を
備
え
た
学
生
を
輩
出
す
る
こ

と
が
大
学
と
し
て
の
存
在
価
値
を
示

す
こ
と
に
な
る
。

大
学
通
信
情
報
調
査
・
編
集
部
長

の
井
沢
秀
さ
ん
は
「
高
校
ま
で
の
経

験
を
振
り
返
り
、
そ
の
先
に
ど
ん
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
抱
い
て
学
ぶ
の
か
を
自

分
の
言
葉
で
語
れ
る
人
が
大
学
の
研

究
を
活
性
化
さ
せ
る
。
だ
か
ら
こ
そ

入
試
改
革
が
進
む
の
で
は
な
い
か
」

と
語
る
。

関西でも進む大学改革。加速度的な社会変化に応じ

て特色ある学びを創っていこうと、どの大学も知恵を

絞っている。 歳人口の減少に伴って大学への進学者

数が減少に転じる中、定員の適正化を図ることも課題

の一つだ。大学改革は、入試改革▽学部や学科の改編

▽キャンパス改革――という３本の柱に集約される。

それぞれについて主な動向を追った。 【安部拓輝】

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

プレゼントはこちら

個人情報の取り扱いについて
プレゼントは協賛会社より提供されます。当選者の発表は発送をも
って代えさせていただきます。
個人情報は、毎日新聞社の個人情報取り扱い指針にのっとり、厳重
な管理のもと賞品の発送やマーケティング目的で保存、利用します。

「大学受験ＮＯＷ」について、アンケートのご協力を

お願いします。締め切りは 月 日(火)午後８時です。

右のＱＲコードか、次のＵＲＬから。

①図書カードＮＥＸＴ 円分 人

②大塚製薬・カロリーメイト「受験生応援パッケージ」
カロリーメイトリキッド＋カロリーメイトゼリー 人

③〝時事問題学習におすすめ〟 年度版 ニュース検定公式テ
キスト 時事力 発展編（１・２・準２級対応） 人
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